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会員数1,021名 

◆市道1001号線の
局部改良を陳情

～地域住民の安全と中心市街地の活性化を目指し～

◆分譲マンション建設に『要望書』を提出

◆『館山観光まつり』反省会を開催

◆まちづくり110番
～都市計画法・建築基準法等Ｑ＆Ａ～

◆『カインズモール館山店』が
変更に係る説明会を開催

◆平成18年事業所・企業統計調査にご協力ください

会 議 所 だ よ り
平成18年 9月10日（８）

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.20％（平成18年8月10日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330

◆小規模企業共済とは 
　小規模企業の個人事業主または会社等の役員の方が廃業や退職された場合、その後の生活の安定あるいは 
事業の再建などのための資金をあらかじめ準備しておく共済制度で、いわば「事業主の退職金制度」といえ 
るものです。 
　独立行政法人　中小企業基盤整備機構が運営する共済制度で、館山商工会議所は委託団体の一つとして本 
制度の取扱をしております。 
 
◆制度の特色 
１．掛け金は全額所得控除 
　　掛け金は税法上全額が「小規模企業共済等掛け金控除」として課税対象所得から控除できます（１年以 
　内の前納掛け金も同様に控除できます）。 
 

２．共済金は退職所得扱いまたは公的年金などの雑所得扱い 
　　共済金は税法上、一時払い共済金については退職所得、分割共済金については公的年金などの雑所得と 
　して取扱われます。 
 

３．共済金は一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用 
　　共済金の受取は、一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用が選択できます。（ただし、分 
　割払いまたは一時払いと分割払いの併用の場合は一定の要件が必要です。） 
 

４．貸付制度 
　　加入者（一定の資格者）の方は、納付した掛け金総額の範囲内で事業資金の貸付け（一般貸付け、傷病 
　貸付け、創業転業等貸付け、新事業展開貸付け、福祉対応貸付け）が受けられます。 
 
◆加入資格・掛け金 
【加入資格】 
　常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業は5人以下）の方 
１．個人事業主　２．会社役員　３．一定規模以下の企業・協業組合の役員 
　※「常時使用する従業員」には、家族や臨時の従業員は含みません。 
　※加入後に従業員が増えても脱退の必要はありません。 
 

【掛け金】 
　月額　1,000～70,000円（500円刻み）。 

現
在
、
若
者
の
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
の
増
加
等
が
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
の
就
職
や
進
学
を
め
ぐ
る
価
値

観
や
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
次

代
を
生
き
る
児
童
生
徒
た
ち
に

は
、社
会
の
激
し
い
変
化
の
な
か
、

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
課
題

に
対
し
、
柔
軟
に
か
つ
力
強
く
対

応
し
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て

自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

館
山
市
で
は
、
地
元
事
業
所
の

ご
協
力
に
よ
り
、
職
場
体
験
実
践

の
先
進
地
域
と
し
て
３
日
間
の
職

場
体
験
学
習
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
感
動

in
館
山
」
を
過
去
７
年
間
実
施
し

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
折
、
文
部
科

学
省
で
は
、
多
く
の
職
場
体
験
学

習
の
実
施
報
告
か
ら
職
場
体
験
を

５
日
以
上
の
期
間
で
行
う
方
向
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
館
山
市
で

は
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、

こ
れ
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
日

本
の
将
来
を
担
う
若
者
に
、
次
代

を
切
り
開
く
『
生
き
る
力
』
と
し

て
の
「
一
人
一
人
の
勤
労
観
・
職

業
観
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
館
山
市
中
学
生
職
場

体
験
学
習
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
感
動

in
館
山
）
を
下
記
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
学
習
の
ね
ら
い
】

・
好
ま
し
い
職
業
観
の
育
成

・
心
の
教
育
の
推
進

・
社
会
性
の
涵
養

・
学
社
融
合
の
推
進

・
生
徒
理
解
の
促
進

【
対
象
】

中
学
２
年
生

【
実
施
期
間
】

平
成
18
年
11
月
13
日
（
月
）

〜
17
日
（
金
）

５
日
間

【
方
法
】

家
庭
か
ら
直
接
体
験
場
所
へ

出
向
き
、
体
験
場
所
か
ら
家
庭

へ
帰
宅
す
る
。

※
職
場
体
験
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
所
は
、
館
山
市
教
育

委
員
会
（
蕁
22
―
８
０
５
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
具
体

的
な
体
験
内
容
や
勤
務
時
間
に

つ
き
ま
し
て
、
各
事
業
所
と
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
に
事
業
所
の
定

休
日
が
あ
る
場
合
は
、
生
徒
を

勤
務
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。



８
月
22
日
、
小
林
義
和
副
会
頭

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
）
は
、

十
字
屋
館
山
店
跡
地
に
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る

株
式
会
社
新
昭
和
に
対
し
、
会
頭

名
で
『
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

関
す
る
要
望
書
』
を
提
出
し
た
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
予
定

地
は
、
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口
近
く
の

商
店
街
に
隣
接
し
、
い
わ
ば
「
ま

ち
の
顔
」
と
も
な
る
べ
き
所
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
以
下
の
３

点
を
要
望
し
て
い
る
。

①
本
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
当
市
の

中
心
商
店
街
に
隣
接
し
て
い
る
の

で
、
地
域
商
業
の
活
性
化
に
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
１
階
部
分
に
は

商
業
施
設
の
設
置
を
要
望
し
た
い
。

②
本
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
西
側
に

隣
接
す
る
道
路
は
、
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
交
通
量
の
多
い

所
で
あ
る
が
、
駅
方
面
よ
り
来
て

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
地
か
ら
道

路
幅
員
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め

一
般
通
行
者
も
利
用
可
能
な
歩
道

の
設
置
を
要
望
し
た
い
。

③
本
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
場

所
は
中
心
市
街
地
で
あ
る
の
で
、

当
市
の
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
相

応
し
い
景
観
を
持
っ
た
建
物
で
あ

る
よ
う
要
望
し
た
い
。

〈
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

『
要
望
書
』
を
提
出
〉

〜
地
域
住
民
の
安
全
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
〜

〜
地
域
住
民
の
安
全
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
〜 

〜
地
域
住
民
の
安
全
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
〜 

幹
線
市
道（

１
０
０
１
号
線
）の

局
部
改
良
事
業
推
進
を
陳
情

会 議 所 だ よ り
平成18年 9月10日（２）

会 議 所 だ よ り
（３）平成18年 9月10日

２
期
館
山
市
基
本
計
画
」
が
発
表

さ
れ
、
域
内
交
通
の
円
滑
化
の
な

か
で
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や

域
内
交
通
網
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇

所
の
改
善
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
館
山
市
の
交
通
網
に
つ
い
て

は
、
東
関
東
自
動
車
道
か
ら
国
道

１
２
７
号
線
へ
と
郊
外
を
北
か
ら

南
へ
向
か
う
幹
線
道
路
は
整
備
が

進
ん
で
い
る
一
方
、
館
山
駅
を
含

む
中
心
市
街
地
や
特
定
地
域
振
興

重
要
港
湾
の
館
山
湾
へ
向
か
う
、

東
西
の
道
路
整
備
の
遅
れ
が
目
立

っ
て
い
る
。

特
に
、
市
道
１
０
０
１
号
線
に

つ
い
て
は
、
国
道
１
２
７
号
線
か

ら
市
役
所
脇
を
通
り
、
館
山
駅
周

辺
へ
と
向
か
う
幹
線
市
道
で
あ

り
、
交
通
量
も
多
く
、
学
童
・
生

徒
も
多
く
利
用
す
る
道
路
で
あ
る

が
、
平
成
17
年
に
は
人
身
事
故
９

件
、
物
損
事
故
３
件
が
発
生
し
、

交
差
点
の
不
整
合
・
幅
員
が
狭
い

等
危
険
箇
所
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

道
路
と
な
っ
て
い
る
。

折
し
も
時
代
の
変
化
で
、
館
山

労
働
基
準
監
督
署
が
木
更
津
労
働

基
準
監
督
署
に
統
合
さ
れ
た
こ
と

「
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
で
は
、

平
成
18
年
８
月
10
日
に
国
土
交
通

省
よ
り
「
道
の
駅
」
と
し
て
の
登

録
認
定
を
受
け
、
８
月
28
日
に

「
道
の
駅
」
正
式
オ
ー
プ
ン
と
な

っ
た
。

オ
ー
プ
ン
当
日
の
記
念
式
典
に

は「
道
の
駅
　
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

の
誕
生
を
祝
い
闍
橋
会
頭
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
が
出
席
し
た
。

24
時
間
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の

利
用
が
可
能
と
な
り
、
休
憩
や
情

報
発
信
、
地
域
連
携
の
機
能
を
持

つ
南
房
総
の
一
大
観
光
拠
点
と
し

て
関
係
者
か
ら
も
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。

８
月
29
日
、
平
成
18
年
度
『
館

山
観
光
ま
つ
り
』
の
反
省
会
が
、

商
工
会
議
所
、
商
店
会
連
合
会
、

町
内
会
連
合
協
議
会
、観
光
協
会
、

行
政
等
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員

会
委
員
の
ほ
か
、
館
山
警
察
署
、

館
山
消
防
署
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ

ス
、
日
東
バ
ス
等
の
関
係
団
体
か

ら
も
出
席
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

た
。反

省
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行

事
責
任
者
か
ら
、
荒
天
の
影
響
で

人
出
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出

た
も
の
の
、
実
施
さ
れ
た
行
事
は

事
故
も
な
く
盛
会
に
終
了
し
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
年
へ
の
検
討
課
題
と

し
て
は
、
交
通
規
制
区
域
外
で
の

路
上
駐
車
対
策
や
歩
行
者
の
安
全

確
保
対
策
、
さ
ら
に
駐
車
場
対
策

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

な
お
、鏡
ヶ
浦
横
断
遠
泳
大
会
、

花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
、
に
っ
ぽ
ん

ま
る
丸
満
船
飾
、
那
古
納
涼
歌
謡

シ
ョ
ー
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。館

山
商
工
会
議
所
（
会
頭
　
闍

橋
弘
之
）
と
館
山
市
商
店
会
連
合

会
（
理
事
長
　
佐
藤
興
二
）
で
は
、

館
山
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

永
年
勤
続
（
商
工
会
議
所
は
10
年

勤
続
・
30
年
勤
続
、
商
店
会
連
合

会
は
５
年
勤
続
・
15
年
勤
続
）
優

良
従
業
員
の
表
彰
を
本
年
も
12
月

12
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
事
業

所
で
該
当
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

是
非
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
商
工
会
議
所
表
彰
該
当

者
は
、
別
添
の
推
薦
状
に
、
商
店

会
連
合
会
表
彰
該
当
者
は
、後
日
、

各
商
業
会
で
配
布
さ
れ
ま
す
推
薦

状
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。

８
月
29
日
、
正
副
会
頭
は
、
交
通
量
が
多
い
反
面
、
幅
員
が
狭
く
事

故
も
多
い
、
館
山
市
役
所
裏
を
通
る
幹
線
市
道
１
０
０
１
号
線
の
局
部

改
良
事
業
を
速
や
か
に
推
進
し
、
国
道
１
２
７
号
線
か
ら
館
山
駅
を
含

む
中
心
市
街
地
や
、
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾
の
館
山
湾
へ
向
か
う
、

東
西
の
道
路
整
備
実
現
に
つ
い
て
、
辻
田
実
館
山
市
長
と
小
幡
一
宏
市

議
会
議
長
に
陳
情
し
た
。

館山自動車学校 TEL0470（22）4190

平成19年6月までに施行される新道交法により、
南房地区では施行後「大型」を行える教習所が
無くなる見込みです。 
改正前に取得することをお勧めします。 

当
地
域
は
広
域
的
な
幹
線
道
路

網
の
整
備
が
進
み
、
首
都
圏
と
の

時
間
距
離
も
飛
躍
的
に
短
縮
さ

れ
、
半
島
性
か
ら
脱
却
す
る
時
代

の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

一
方
、
人
口
減
少
時
代
に
突
入

し
た
我
が
国
の
な
か
で
も
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
の
著
し
い
県
南
地

域
に
位
置
す
る
館
山
市
を
取
り
巻

く
経
済
情
勢
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
高
度

経
済
成
長
期
を
中
心
に
人
口
が
増

加
し
続
け
、
国
の
制
度
も
人
口
増

加
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
き
た
我

が
国
に
と
っ
て
、
長
期
の
人
口
減

少
は
全
く
新
し
い
環
境
の
変
化
で

あ
る
。

こ
の
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト（
社
会
全
体
の
価
値
観
の
移
行
）

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
従
来
の

拡
散
型
都
市
構
造
へ
向
か
う
流
れ

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
一
方
、
中

心
市
街
地
で
は
、
賑
わ
い
の
回
復

を
目
指
し
街
な
か
の
再
生
に

ア
ク
セ
ル
を
か
け
、
双
方
の

一
体
的
な
推
進
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
、

改
正
ま
ち
づ
く
り
３
法
が
成

立
、
そ
の
内
容
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
支
援
と
、
計

画
的
な
土
地
利
用
規
制
の
合

わ
せ
技
に
よ
る
「
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
画
期
的
な
内
容
で
あ
り
、

都
市
の
構
造
改
革
と
地
域
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、「
第

に
よ
り
、
跡
地
約
１，

２
０
０
㎡

が
市
道
１
０
０
１
号
線
に
係
る
局

部
改
良
事
業
の
代
替
地
と
し
て
利

用
で
き
る
可
能
性
が
出
て
い
る
こ

と
を
考
慮
し
、
人
口
減
少
社
会
に

対
応
し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
推
進
の
た
め
に
も
、
駅

周
辺
に
安
全
、
円
滑
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
、
市
道
１
０
０
１
号

線
の
改
良
事
業
を
速
や
か
に
推
進

い
た
だ
け
る
よ
う
強
く
陳
情
し

た
。辻

田
市
長
か
ら
は
、「
緊
急
の

課
題
で
あ
り
、
会
議
所
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
是
非
と
も
早
期
開
通

を
目
指
し
た
い
」
と
の
返
答
が
あ

っ
た
。

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

館山ジャスコ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

館
山
市
に

『
道
の
駅
』
が
誕
生

〜「
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
が

県
内
20
番
目
の
登
録
認
定
！
〜

〈『
館
山
観
光
ま
つ
り
』

反
省
会
を
開
催
〉

〈
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い
〉



会
を
つ
く
り
た
い
が
、
中
心
市
街

地
整
備
推
進
機
構
や
ま
ち
づ
く
り

会
社
が
な
い
。
商
工
会
議
所
だ
け

で
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
４
　
法
第
15
条
１
項
で
は
、
中

心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
は
、
経

済
活
力
の
向
上
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
調
整
を
図
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
者
と
し
て
商
工
会
議
所

な
ど
と
、
ま
た
、
都
市
機
能
の
増

進
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

調
整
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
者

と
し
て
中
心
市
街
地
整
備
推
進
機

構
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
政

令
で
定
め
る
用
件
に
該
当
す
る
も

の
）
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
１
団
体

以
上
が
共
同
で
規
約
を
定
め
公
表

す
る
こ
と
で
設
置
す
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
商
工
会
議
所

だ
け
で
は
法
定
要
件
を
満
た
さ
な

い
。な

お
、
同
条
第
４
項
に
お
い
て

「
市
町
村
や
認
定
基
本
計
画
の
実

施
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
等

は
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
加
え

る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
」、
他
方
、
同
条
第
６
項
に
お

い
て
は
「
協
議
会
側
か
ら
参
加
を

要
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
メ
ン
バ

ー
に
は
、
行
政
、
警
察
、
商
業
者
、

交
通
事
業
者
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
係
す
る
多
様
な
団
体
の
参
画

を
求
め
る
こ
と
が
需
要
で
あ
る
。

Ｑ
５
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

Ｑ
１
　
中
心
市
街
地
は
、
１
市
町

村
に
複
数
定
め
る
こ
と
は
可
能

か
。
こ
の
場
合
、
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
１
　
改
正
法
で
は
、
第
２
条
に

お
け
る
要
件
（
※
）
を
満
た
し
た

中
心
市
街
地
に
該
当
す
れ
ば
、
複

数
定
め
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ

の
場
合
、
第
15
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
協
議
会
は
中
心
市
街
地

ご
と
に
設
置
す
る
。
た
だ
し
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、

１
市
町
村
に
一
つ
で
あ
る
。

Ｑ
２
　
基
本
計
画
の
国
の
認
定
を

受
け
る
た
め
に
は
、
必
ず
準
工
業

地
域
に
特
別
用
途
地
区
を
活
用
し

て
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
を
抑

制
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

Ａ
２
　
三
大
都
市
圏
及
び
政
令
指

定
都
市
以
外
の
地
方
都
市
で
は
、

準
工
業
地
域
に
特
別
用
途
地
区
を

会 議 所 だ よ り
平成18年 9月10日（４）

会 議 所 だ よ り
（５）平成18年 9月10日

活
用
し
て
、
大
規
模
集
客
施
設

（
床
面
積
１
万
㎡
超
）
の
立
地
を

抑
制
す
る
こ
と
が
、
基
本
計
画
の

認
定
に
際
し
た
必
要
条
件
と
な

る
。
こ
れ
は
、
昨
年
12
月
の
与
党

合
意
で
決
ま
っ
た
も
の
で
、今
後
、

中
心
市
街
地
活
性
化
本
部
が
作
成

す
る
基
本
方
針
に
、「
三
大
都
市

圏
」
の
具
体
的
範
囲
を
含
め
て
明

記
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ
３

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
の
申
請
を
す
る

場
合
、
市
町
村
議
会
の
承
認
は
必

要
か
。

Ａ
３
　
法
律
上
は
、
議
会
の
承
認

手
続
き
は
必
要
な
い
が
、
全
市
的

な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
「
地
域

ぐ
る
み
の
計
画
」
と
す
る
た
め
に

議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

Ｑ
４
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議

会
の
役
割
は
何
か
。
協
議
に
と
ど

ま
ら
ず
、
実
際
に
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
５

協
議
会
の
役
割
は
、
①
市

町
村
の
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見

を
提
出
す
る
こ
と
、
②
中
心
市
街

地
活
性
化
の
総
合
的
か
つ
一
体
的

な
推
進
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
、
③
特
定
民
間
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
計
画
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
協
議
会
は
、「
ま

ち
づ
く
り
の
司
令
塔
」
と
し
て
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
問
題
全
般
に
つ

い
て
協
議
し
、
事
業
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
協
議
会
自
ら
が
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
は
差
し
支
え

な
い
。

※
第
２
条
に
お
け
る
要
件

・
集
積
要
件
＝
当
該
中
心
市
街
地

に
都
市
機
能
が
相
当
程
度
集
積

し
て
い
る
こ
と
等

・
趨
勢
要
件
＝
当
該
中
心
市
街
地

の
状
況
か
ら
都
市
活
動
の
確
保

に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
等

・
広
域
効
果
要
件
＝
当
該
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

広
域
的
な
発
展
に
効
果
が
あ
る

こ
と
等

Ｑ
６
　
今
回
の
改
正
で
規
制
対
象

と
な
る
床
面
積
１
万
㎡
超
の
大
規

模
集
客
施
設
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

Ａ
６

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
各
地
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
３
法
見
直
し
に
関
す
る
説

明
会
」
を
全
国
で
開
催
し
た
。
そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
質
疑
応
答
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。（
な
お
、
答
え
の
内
容
は
、
担
当
官
庁
な
ど
の
確
認

を
得
た
時
点
の
も
の
。
今
後
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
留
意

さ
れ
た
い
）。

Ｑ
１
〜
Ｑ
５
ま
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
関
連
、
Ｑ
６
〜

Ｑ
10
ま
で
は
、
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
関
連
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
く
は
観
覧
場
ま
た
は
店
舗
、

飲
食
店
展
示
場
、
遊
技
場
、
勝
馬

投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
現
時

点
で
は
場
外
舟
券
売
場
を
想
定
）

で
あ
る
。
例
え
ば
、
銀
行
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
は
規
制
対
象
と
な

り
、
駐
車
場
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
は
対
象
外
と
な
る
。

Ｑ
７
　
大
規
模
集
客
施
設
の
床
面

積
は
、建
築
物
ご
と
に
見
る
の
か
、

敷
地
ご
と
か
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
よ
う
に
、
床
面
積
１
万
㎡

以
下
の
集
客
施
設
を
複
数
棟
に
分

け
て
建
築
す
る
場
合
、
規
制
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
７
　
原
則
、
建
築
物
ご
と
に
見

る
こ
と
と
な
る
が
、
２
つ
以
上
の

商
業
施
設
が
駐
車
場
の
共
同
施
設

を
一
体
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
個

別
の
事
案
の
利
用
形
態
か
ら
み
て

用
途
上
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
２
つ
以
上
の
建

築
物
の
合
計
の
床
面
積
に
よ
る
。

こ
れ
が
１
万
㎡
を
超
え
る
場
合
に

は
、
規
制
対
象
と
な
る
。

Ｑ
８
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
中
に
、
規
制
対
象
と
な
ら
な
い

施
設
が
入
っ
て
い
た
場
合
ど
う
な

る
の
か
。

Ａ
８
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
中
に
、
規
制
対
象
で
は
な
い
施

設
が
入
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当

該
施
設
を
除
い
た
床
面
積
の
合
計

に
よ
り
、判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
９

今
回
の
改
正
で
大
規
模
集

客
施
設
の
立
地
が
規
制
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
土
地
の
区
域
に
お
い

て
既
に
立
地
し
て
い
る
大
規
模
集

客
施
設
は
、
法
施
行
後
に
ど
の
よ

う
な
取
り
扱
い
に
な
る
の
か
。

Ａ
９
　
建
築
基
準
法
で
は
、
改
正

法
の
施
行
の
際
、「
現
に
存
す
る

建
築
物
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
改

正
法
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。（
＝
既
存
不
適
格

建
築
物
）
今
回
の
改
正
に
よ
り
大

規
模
集
客
施
設
の
立
地
が
制
限
さ

れ
る
区
域
に
立
地
し
て
い
る
大
規

模
集
客
施
設
は
、
既
存
不
適
格
建

築
物
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
将
来
増

改
築
を
す
る
時
点
で
、
そ
の
時
の

建
築
基
準
法
の
規
定
に
適
合
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。た
だ
し
、

用
途
規
制
に
関
し
既
存
不
適
格
と

な
っ
て
い
る
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
既
存
不
適
格
と
な
っ
た
時
点

の
床
面
積
の
１．

２
倍
ま
で
の
増

築
や
改
築
は
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
10

施
行
日
時
点
で
工
事
中
の

建
築
物
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
と
な

る
の
か
。

Ａ
10

建
築
基
準
法
第
３
条
第
２

項
に
よ
り
「
現
に
建
築
、
修
繕
若

し
く
は
模
様
替
の
工
事
中
の
建
築

物
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
改
正
に

係
る
規
制
は
適
用
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
た
め
、
施
行
日
ま
で
に

工
事
（
用
地
の
掘
削
や
基
礎
杭
打

ち
）
に
着
手
し
て
い
れ
ば
、
今
回

の
改
正
に
よ
る
規
制
の
対
象
と
は

な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
法
施
行
前
に
開
発
許
可

や
建
築
確
認
が
済
ん
で
い
て
も
、

法
施
行
日
時
点
で
工
事
に
着
手
し

て
い
な
い
場
合
は
、
改
正
法
が
適

用
さ
れ
、
規
制
の
対
象
と
な
る
。

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 

http://www.boyodo.co.jp/
TEL0470(23)5111

落花生・びわ

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 
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ま
ち
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〜
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
等
Ｑ
＆
Ａ
〜 

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
館
山
店
で
は
、
現
在
、
日
用
生
活
品
・
住
宅
関
連
商

品
を
主
な
販
売
品
目
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
食
料
品
販
売
も
で
き
る
よ
う

千
葉
県
に
対
し
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
店
舗
の
変
更
届
出

を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
変
更
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
の
日
程
と
、
変
更
計
画
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
日
時
】

平
成
18
年
９
月
20
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

【
会
場
】
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
　
１
階
大
会
議
室

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週 
　水曜日 
 （午前中） 

毎月第３金曜日 
・中小企業金融公庫（13時～15時） 
・国民生活金融公庫（10時～15時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      齊  藤  晃  夫先生 

　　　      宮  闢  健  一先生 

　　　      仲  村  　  榮先生 

 

■ 

■ 

 

 

 

 

　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 

大
規
模
小
売
店
舗

大
規
模
小
売
店
舗
『
カ
イ
ン
ズ
モ
ー
ル
館
山
店

カ
イ
ン
ズ
モ
ー
ル
館
山
店
』
の
』
の 

変
更
に
係
る
地
元
説
明
会
を
開
催

変
更
に
係
る
地
元
説
明
会
を
開
催 

大
規
模
小
売
店
舗
『
カ
イ
ン
ズ
モ
ー
ル
館
山
店
』
の 

変
更
に
係
る
地
元
説
明
会
を
開
催 

カインズホーム館山店の変更内容 
大規模小売店舗の 
名称及び所在地 

名　称：カインズホーム館山店 
所在地：館山市高井字上畑作1771番  外74筆 

大規模小売店舗の 
設置者及び住所 

変更する事項の 

概要 

設置者：株式会社  カインズ 
　　　　代表取締役　土　屋　裕　雅  
住　所：群馬県高崎市高関町380番地 

変更予定日：平成19年5月15日 

（変更前） （変更後） 

主たる小売業者 

店舗面積の合計 

駐 車 台 数 

駐 輪 台 数 

荷捌き施設の面積 

 

 

主な販売品目 

株式会社カインズ 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物等の 
保管施設の容量 
荷捌き施設において 
荷捌きを行うことが 
できる時間帯 

9,700㎡ 

755台 

35台 

235㎡ 

38㎡ 

日用生活品・ 
住宅関連商品 

午前７時から 
　　  午後７時 

13,370㎡ 

733台 

55台 

391㎡ 

85㎡ 

日用生活品・住宅 
関連商品・食料品 

午前６時から 
　　  午後９時 

株式会社カインズ 
株式会社ベイシア 
 



会 議 所 だ よ り
平成18年 9月10日（６）

会 議 所 だ よ り
（７）平成18年 9月10日

８
月
に
青
年
部
事
業
と
し
て
花

火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
・
産
業
ま
つ
り

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。私
自
身
、

委
員
長
と
し
て
始
め
て
の
フ
ラ
メ

ン
コ
事
業
で
し
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
至
ら
な
い
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
お
力
添
え
で
、
無
事
終
了
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

一
部
雨
も
降
り
、
中
止
と
な
っ

た
事
業
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ

の
経
験
も
今
後
の
活
動
に
お
い

て
、
貴
重
な
経
験
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

委
員
長
の
立
場
と
し
て
の
フ
ラ

メ
ン
コ
事
業
は
、
今
ま
で
に
無
い

責
任
感
と
行
動
力
を
呼
び
起
こ

し
、
青
年
部
員
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
、

生
涯
学
習
課
の
皆
様
と
共
に
協
力

し
合
い
、
自
身
が
得
た
も
の
は
大

変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

フ
ラ
メ
ン
コ
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!
」

地
域
開
発
委
員
会
　

委
員
長
　
鈴
木
　
将
仁

私
た
ち
商
工
会
議
所
青
年
部
で

は
随
時
新
入
部
員
を
募
集
中
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
や
能
力
を
地

域
発
展
の
た
め
に
発
揮
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
！

【
青
年
部
の
目
的
】

部
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
つ
つ

経
営
者
と
し
て
の
研
鑽
を
つ
み
、

青
年
部
独
自
事
業
、
ま
た
商
工
会

議
所
事
業
へ
の
参
加
を
通
じ
て
地

元
商
工
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
。

【
加
入
資
格
】

館
山
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業

所
の
経
営
者
及
び
そ
の
後
継
者
、

幹
部
従
業
員
　
年
齢
20
歳
以
上
45

歳
以
下

【
会
費
】

４
月
〜
３
月
の
１
年
度
１
８，

０
０
０
円
　
期
中
入
部
の
場
合
は

月
割
り

フ
ラ
メ
ン
コ
事
業
を
終
え
て

【
事
業
内
容
】

総
務
親
睦
委
員
会
、
経
営
研
究

委
員
会
、
地
域
開
発
委
員
会
の
３

つ
の
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属

し
ま
す
。

定
例
委
員
会
は
原
則
月
１
回
、

そ
の
他
企
画
事
業
や
協
力
事
業
へ

の
参
加
は
随
時
と
な
り
ま
す
。
昨

年
度
の
主
な
事
業
内
容
と
し
て

・「
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
」
を
主
管

・
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス

タ
に
合
わ
せ
納
涼
産
業
祭
を
開

催
・
経
営
戦
略
講
演
会

・
先
進
商
業
地
視
察
旅
行

・
「
海
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参

加
協
力

・
家
族
親
睦
会
、

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

青
年
部
事
業
の
企
画
、
運
営
は

全
て
青
年
部
員
の
ア
イ
デ
ア
と
責

任
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
こ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
あ
な
た
の
熱
い
気
持
ち
が

実
現
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
場
で
あ

る
の
で
す
。

ま
た
、
部
員
に
は
様
々
な
業
種

の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
異
業
種
か
ら
の
視
点
を
日
常

の
仕
事
に
活
か
し
た
り
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
団
体

で
す
。

「
家
業
を
継
ぐ
た
め
館
山
に
戻

っ
て
き
た
け
ど
、
地
元
の
様
子
が

延びる設備ビンテージが競争力を阻害
減価償却制度の抜本的な見直しが本格化

制
度
を
柔
軟
か
つ
簡
素
な
も
の
と

す
る
、
の
３
つ
を
提
言
。
ま
た
、

耐
用
年
数
を
平
均
し
て
３
割
短
縮

し
て
償
却
可
能
限
度
額
を
撤
廃
し

た
場
合
、
設
備
投
資
額
は
毎
年

１
・
８
％
、
約
１
・
５
兆
円
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

償
却
率
が
増
加
す
る
と
追
加
的
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が
生
じ
る

の
で
さ
ら
に
設
備
投
資
を
押
し
上

げ
る
効
果
が
あ
る
と
の
試
算
も
示

し
て
い
る
。

減
価
償
却
制
度
は
、
昭
和
39
年

度
の
税
制
改
正
を
最
後
に
本
格
的

な
見
直
し
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

技
術
革
新
や
産
業
構
造
の
変
化
に

対
応
で
き
て
い
な
い
と
の
批
判
が

高
ま
っ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以

降
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
国
内
全

産
業
の
設
備
ビ
ン
テ
ー
ジ
（
平
均

年
齢
）
は
、
平
成
16
年
度
で
１

１
・
８
年
と
、
平
成
２
年
当
時
の

９
・
１
年
を
２
年
以
上
も
上
回
っ

て
い
る
。

現
在
は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し

た
時
点
で
の
残
存
価
額
を
10
％
、

以
降
も
設
備
を
使
用
す
る
場
合
の

償
却
可
能
限
度
額
は
取
得
価
額
の

95
％
と
し
て
い
る
。
除
却
し
た
場

合
は
全
額
が
損
金
扱
い
と
な
り
、

処
分
費
用
も
か
さ
ん
で
い
る
。
経

済
産
業
省
な
ど
が
昨
年
、
製
造
業

を
中
心
に
１
０
１
１
社
、
設
備
96

万
台
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

実
際
に
売
却
で
き
た
３
・
８
万
台

の
除
却
時
の
価
値
（
ス
ク
ラ
ッ
プ

減
価
償
却
制
度

の
見
直
し
が
本
格

化
し
て
き
た
。
与

党
の
平
成
18
年
度

税
制
改
正
大
綱

で
、「
税
制
の
抜

本
的
改
革
と
合
わ

せ
、
総
合
的
に
見

直
し
を
検
討
す

る
」と
明
記
さ
れ
、

ま
た
、
経
済
産
業

省
の
「
経
済
社
会

の
持
続
的
発
展
の

た
め
の
企
業
税
制

改
革
に
関
す
る
研

究
会
」
は
５
月
に

報
告
書
を
取
り
ま

と
め
、
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
を

提
言
。
早
け
れ
ば

平
成
19
年
度
税
制

改
正
大
綱
で
新
制

度
が
導
入
さ
れ
る

見
通
し
が
強
ま
っ

て
き
た
。

報
告
書
は
、
①

償
却
可
能
限
度
額

を
撤
廃
し
て
取
得

価
額
の
全
額
を
償

却
可
能
と
す
る
、

②
法
定
耐
用
年
数

を
見
直
し
て
償
却

に
要
す
る
年
数
を

諸
外
国
に
劣
ら
な

い
よ
う
に
短
縮
す

る
、
③
減
価
償
却

価
額
）の
合
計
は
１
０
９
億
円
で
、

取
得
合
計
価
額
の
０
・
３
４
％
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
除
却
時
の
処

分
費
用
の
合
計
は
１
０
５
６
億

円
、
取
得
合
計
価
額
の
３
・
３
％

に
達
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
合
計
価
額

の
10
倍
の
処
分
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
。

法
定
耐
用
年
数
も
欧
米
に
比
べ

て
長
い
。
99
設
備
の
法
定
耐
用
年

数
を
国
際
比
較
す
る
と
、
日
本
の

耐
用
年
数
が
諸
外
国
に
比
べ
て
短

い
の
は
わ
ず
か
19
設
備
で
、
80
設

備
は
日
本
が
最
も
長
か
っ
た
。
さ

ら
に
日
本
の
減
価
償
却
制
度
は
、

耐
用
年
数
区
分
が
詳
細
で
、
新
技

術
や
新
製
品
が
誕
生
す
る
た
び
に

区
分
け
問
題
が
生
じ
た
り
、
適
用

す
る
耐
用
年
数
で
混
乱
が
起
き
て

い
る
。
報
告
書
は
、
標
準
耐
用
年

数
を
設
け
て
、
一
定
の
幅
で
耐
用

年
数
を
企
業
が
自
主
的
に
選
択
で

き
る
制
度
な
ど
、
経
済
実
態
の
変

化
や
個
別
の
事
情
に
対
応
で
き
る

柔
軟
・
簡
素
な
制
度
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
。

新
入
部
員
募
集
中
！

※※※※※ ※※※※※

（経過年数） 

12.5

12.0

11.5

11.0

10.5

10.0

9.5

9.0

8.5
1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04（暦年）

出所：経済社会の持続的発展のための企業税制改革に関する研究会報告書 

【出所】民間企業資本ストック統計（内閣府）、国富統計（経済企画庁） 
注：1. 1979年までは68ＳＮＡベースであり、1980年からは93ＳＮＡベース 
　　  の統計を使用。 
　 2. 日本の設備の平均年齢＝〔（前期の平均年齢＋1）×（前期末の 
　　 資本ストックー今期の除却額）＋今期の設備投資額×0.5〕÷今期 
　　 の資本ストック 

90年 
9.1年 

資本設備のビンテージ 

04年 
11.8年 

▲ 

▲ 

＋2.7年 

全産業の設備全産業の設備ビンテージ（実質実質ベースース） 全産業の設備ビンテージ（実質ベース） 

スクラップ価格、処分費用の合計額及び 
取得価格に対する割合 

スクラップ価格 
（除去時の価格） 

109億円 

処分費用 
1,056億円 

残存価格 
1,611億円 

5％ 

0.34％ 

ー3.30％ 

 
乖離 
かい り 

良
く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
、

「
身
近
に
仕
事
に
関
し
て
相
談
で

き
る
仲
間
が
い
な
い
」と
い
う
方
、

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
自
分
の
能
力

を
地
域
発
展
の
た
め
に
役
立
て
た

い
」
と
い
う
方
、
青
年
部
は
い
つ

で
も
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
少

し
の
勇
気
を
持
っ
て
ぜ
ひ
私
た
ち

と
と
も
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
問
い
合
わ
せ
】

館
山
商
工
会
議
所
内
青
年
部
事

務
局
０
４
７
０
―
22
―
８
３
３
０

ま
で

10月１日、「平成18年事業所・企業統計調査」が全国一斉に実施される。この調査は、統計法
に基づいて国が行う指定統計調査で、わが国のすべての産業を包括的に捉える唯一の統計調査と
して重要な役割を担っている。
調査票は、多忙な皆様のことを考え、短時間に記入できるよう１枚の用紙に必要事項を書き込

む方式となっている。また、調査の内容を他に漏らしたり、統計以外の目的に使うことは法律で
禁止されており、調査票は外部の人の目に触れないよう厳重に保管され、集計が完了した後は溶
解処分される。簡単に記入でき、個人情報の保護も徹底している「平成18年事業所・企業統計調
査」にご協力下さい。
【目的】
事業所および企業の基本的な事項（事業内容、従業員数、経営組織など）を調査し、わが国の

産業構造や事業活動の実態を全国および地域別に明らかにする。結果は、国や都道府県・市町村
の経済施策、雇用対策、交通対策、防災計画などの基礎資料として幅広く活用される。
【対象】
わが国すべての事業所。ただし、個人で農業・林業・漁業を行っている、いわゆる農林漁業家、

個人の家庭に雇用されて家事労働に従事する家事サービス、外国公務に属する事業所（大使館、
領事館）は除かれる。
【方法・提出先】
９月下旬から、県知事が発行した調査員証を持った調査員が、対象となる事業所を訪れて調査

票を配布するので、10月１日現在の状況を記入し、受け取りに来る調査員に提出してください。

平成18年　事業所・企業統計調査

あなたのお店の調査票は、まちづくりにも活かされています！


